
５
月
31
日
招
集
の
古
河
市

定
例
会
が
、
６
月
17
日
ま
で

の
18
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

改
選
後
、
初
の
本
格
的
な

議
会
で
、
市
長
報
告
を
は
じ

め
報
告
案
件
14
件
、
議
案
13

件
、
追
加
議
案
は
、
最
高
裁

へ
の
上
告
受
理
申
し
立
て
と
、

そ
の
裁
判
費
用
１
２
３
万
円

を
基
金
か
ら
支
出
す
る
と
い

う
も
の
で
す
。

一
般
会
計
補
正
は
、
主
に

東
日
本
大
震
災
関
連
の
見
舞

金
制
度
な
ど
審
議
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
、
あ
き
ば
繁

議
員
を
は
じ
め
16
名
の
議
員

が
行
い
、
古
河
市
の
防
災
対

策
な
ど
13
名
、
文
化
セ
ン
タ
ー

建
設
計
画
に
つ
い
て
７
名
の

議
員
が
発
言
し
ま
し
た
。

あ
き
ば
繁
議
員
は
、
古
河

駅
東
部
土
地
区
画
整
理
地
へ

の
文
化
セ
ン
タ
ー
建
設
計
画

の
見
直
し
、
原
発
か
ら
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
、
古

河
市
の
計
画
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。

未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら

し
た
東
日
本
大
震
災
、
被
災

さ
れ
た
み
な
さ
ん
に
、
心
か

ら
の
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
原
発
事
故
に

よ
る
、
農
作
物
等
へ
の
被
害

な
ど
、
放
射
能
汚
染
か
ら
命

と
く
ら
し
を
守
る
た
め
、
全

力
を
尽
く
す
決
意
を
申
し
上

げ
ま
す
。

古
河
市
が
、
合
併
後
の

10
年
間
に
新
市
建
設
計
画
で

起
債
（
借
金
）
で
き
る
合
併

特
例
債
は
、
４
８
６
億
円
の

95
％
４
５
１
億
円
で
す
。

合
併
当
初
の
恩
田
副
市
長

は
、
「
３
４
０
億
円
ぐ
ら
い

使
え
る
が
、
あ
く
ま
で
借
金

だ
」
と
、
ク
ギ
を
刺
し
て
い

ま
し
た
が
、
前
牛
島
副
市
長

は
、
「
将
来
負
担
比
率
は
、

高
く
な
る
と
い
う
心
配
は
な

い
」
と
し
て
、
タ
ガ
を
は
ず

し
ま
し
た
。

新
副
市
長
は
、
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
現
在

ど
の
よ
う
な
事
業
に
い
く
ら

使
っ
て
い
る
の
か
。

副
市
長

財
政
や
経
済
状
況
い
ろ
い

ろ
変
わ
り
、
激
動
し
て
い
ま

す
。
特
例
債
の
枠
あ
り
き
の

議
論
で
は
な
く
、
適
切
な
財

政
運
営
に
努
め
て
い
き
た
い
。

財
政
部
長

筑
西
幹
線
道
路
の
新
設
、

総
和
中
学
校
の
改
築
、
合
併

特
例
債
基
金
の
設
置
と
か
、

多
岐
に
わ
た
り
、
平
成
22
年

度
末
で
１
５
７
億
円
で
す
。

古
河
駅
東
部
土
地
区
画
整

理
事
業
、
減
歩
し
て
得
た
保

留
地
の
処
分
費
用
で
は
足
り

な
い
こ
と
は
す
で
に
明
白
。

さ
ら
に
、
こ
の
土
地
を
文

化
セ
ン
タ
ー
用
地
と
し
て
買

う
の
で
は
、
高
い
土
地
代
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

「
文
化
セ
ン
タ
ー
設
置
検
討

委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
て
、

と
言
い
ま
す
が
、
す
で
に
文

化
交
流
拠
点
・
文
化
施
設
の

あ
り
方
と
し
て
、
委
員
８
名
、

事
務
局
13
名
で
、
コ
ン
サ
ル

会
社
へ
基
礎
調
査
を
依
頼
し

て
い
ま
す
。

こ
の
冊
子
に
、
た
く
さ
ん
の

意
見
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
を
も
と
に
ど
ん
な
議
論

を
し
た
の
か
疑
問
で
す
。

建
設
場
所
、
現
施
設
の
有

効
活
用
も
含
め
て
、
業
界
代

表
や
団
体
代
表
で
な
く
、
市

民
的
議
論
が
必
要
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

三
和
庁
舎
を
文
化
セ
ン
タ
ー

に
造
り
替
え
て
も
十
分
で
き

る
し
、
そ
う
い
う
発
想
・
議

論
も
必
要
で
は
な
い
か
。
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あ
き
ば
繁
の

市
政
報
告

文化センター建設計画の見直しを

第
２
回
古
河
市
定
例
市
議
会

追
加
議
案
、
第
61
、
62
号
に
反
対

こ
の
事
業
は
、
総
事
業
費

２
１
４
億
円
、
平
成
９
年
～

平
成
24
年
終
結
で
、
向
堀
川

の
氾
ら
ん
か
ら
１
２
５
号
線

の
交
通
、
沿
線
住
民
の
生
活

を
守
る
た
め
、
古
河
・
総
和

接
点
開
発
と
し
て
始
め
ら
れ

ま
し
た
。
し
か
し
、
大
量
の

産
廃
処
理
（
40
億
円
）
等
が

あ
り
中
断
で
し
た
が
、
向
堀

川
の
改
修
と
都
市
計
画
道
路

の
建
設
は
進
め
ら
れ
て
い
た

も
の
で
す
。

合
併
を
機
に
「
古
河
駅
東

部
土
地
区
画
整
理
事
業
」
と

名
称
を
変
更
、
こ
れ
ま
で
６

回
の
事
業
見
直
し
を
行
っ
て

い
ま
す
。

す
で
に
、
13
年
が
過
ぎ
て

も
進
ま
ず
、
地
権
者
か
ら
は

「
保
留
地
を
買
い
た
い
の
に

売
ろ
う
と
し
な
い
」
「
固
定

資
産
税
だ
け
上
げ
て
、
進
ち
ょ

く
悪
い
、
市
街
化
調
整
区
域

に
戻
し
て
く
れ
」
と
、
悲
痛

な
声
も
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
議
会
で
明
ら
か
に
な
っ

た
の
は
、
総
事
業
費
２
０
５

億
円
、
国
36
億
円
、
県
11
億

円
、
古
河
市
39
億
円
と
古
河

市
負
担
分
が
、
こ
こ
だ
け
で

も
約
10
億
円
増
え
ま
し
た
。

こ
の
保
留
地
の
地
権
者
は

４
３
９
名
で
、
文
化
セ
ン
タ
ー

建
設
用
地
と
し
て
、
古
河
市

が
８
㌶
を
購
入
予
定
で
す
。

白
戸
市
長
は
、
区
画
整
理

地
内
に
５
６
３
７
㎡
を
所
有
。

現
在
、
市
長
は
、
８
番
目

の
大
地
主
で
あ
る
こ
と
を
自

ら
証
し
ま
し
た
。

も
と
は
、
向
堀
川
の
氾
ら

ん
地
、
湿
田
に
産
廃
の
埋
立

地
で
し
た
。
そ
れ
を
税
金
で

優
良
地
に
し
て
い
い
の
か
。

と
い
う
、
市
民
の
声
に
、
ど

う
答
え
る
の
か
。

高
い
土
地
代

計
画
の
見
直
し
を

古
河
駅
東
部
土
地
区
画
整
理
事
業

こ
の
事
業
は
、
早
期
に
終
結
す
べ
き

現
施
設
の
活
用
も
選
択
肢
に

合

併
特
例
債
は
、
あ
く
ま

で
も
借
金

東
電
・
福
島
の
原
発
事
故

は
、
日
本
と
世
界
に
大
き
な

衝
撃
を
与
え
、
危
険
な
原
発

依
存
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を

続
け
て
い
い
の
か
、
と
い
う

重
大
な
問
題
を
突
き
つ
け
て

い
ま
す
。

原
発
か
ら
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

へ
は
ド
イ
ツ
、
ス
イ
ス
、
イ

タ
リ
ア
と
世
界
的
な
流
れ
に

な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
は
、
歴
代
政

府
の
原
発
依
存
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
を
批
判
す
る
と
同
時
に
、

ウ
ソ
や
ご
ま
か
し
を
追
求
、

原
発
の
危
険
性
を
指
摘
し
て

き
ま
し
た
。

今
度
の
事
故
は
、
真
面
目

な
科
学
者
の
提
言
や
わ
が
党

の
指
摘
に
耳
を
傾
け
な
か
っ

た
政
府
、
東
電
が
引
き
起
こ

し
た
人
災
で
す
。

放
射
能
汚
染
は
、
１
都
10

県
と
広
範
囲
、
避
難
区
域
は

12
市
町
村
、
自
主
避
難
含
め

10
万
人
が
い
つ
戻
れ
る
か
分

か
ら
な
い
。

原
子
力
発
電
は
、
未
完
成

の
技
術
で
ト
イ
レ
の
な
い
、

マ
ン
シ
ョ
ン
を
作
っ
た
よ
う

な
も
の
。
こ
の
原
発
事
故
か

ら
、
古
河
市
は
何
を
学
ぶ
の

か
。環

境
安
全
部
長

地
球
温
暖
化
防
止
は
、
国

の
施
策
に
頼
る
だ
け
で
な
く
、

地
域
が
積
極
的
に
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
導
入
す
る
こ
と
が
重
要
。

太
陽
光
発
電
等
市
民
へ
の

普
及
啓
発
を
図
り
、
古
河
市

地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ

ン
策
定
を
検
討
し
た
い
。

原
発

事
故

は
人
災

、
ト
イ

レ
の

な
い

マ

ン
シ

ョ
ン
を

作
っ
た

よ
う

な
も
の

三
和
庁
舎
を

文
化
セ
ン
タ
ー
に

日本共産党

古
河
市
負
担
が

約
10
億
円
の
増
額

市
が
８
㌶
購
入
、

市
長
は
、
大
地
主

命
と
く
ら
し
を

守
る
た
め
全
力
を

一般質問２

一般質問 １



７
月
５
日
、

産
業
建
設
常
任

委
員
会
は
、
３

月
11
日
の
東
日

本
大
震
災
で
、

被
害
を
受
け
た

古
河
市
内
の
施

設
等
の
状
況
調

査
、
古
河
ブ
ラ

ン
ド
シ
ョ
ッ
プ

な
ど
の
視
察
を
し
ま
し
た
。

写
真
下
は
、
間
中
橋
の

農
業
集
落
排
水
事
業
。
写

真
左
は
、
瓦
や
ブ
ロ
ッ
ク

塀
な
ど
の
が
れ
き
集
積
所
。
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左
表
題
の
名
称
で
、
古
河

市
農
業
委
員
会
の
ニ
ュ
ー
ス

を
広
報
に

載

せ
る
こ
と

に

な
り
ま
し

た
。

農
業
委

員

会
は
、
農

家

と
農
地
の

守

り
手
と
し

て
、

全
国
の
各

市

町
村
に
作

ら

れ
て
い
る

行

政
委
員
会

で

す
。

古
河
市
農
業
委
員
会
は
、

初
め
て
広
報
委
員
会
を
つ
く

り
、
数
回
の
検
討
を
重
ね
、

８
月
の
古
河
市
広
報
（
年
１

回
）
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。

市
の
基
幹
産
業
で
も
あ
る

農
業
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆

さ
ん
が
、
知
る
機
会
に
出
来

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

委
員
会
と
し
て
、
年
２
回

の
予
算
要
求
は
認
め
ら
れ
ず
、

今
回
の
措
置
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
、
市
の
お
も
い
や

り
予
算
を
期
待
し
、
年
２
～

４
回
発
行
が
出
来
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

秋

庭

広
報
委
員

こ
の
事
件
は
、
市
内
の
２

業
者
が
、
合
併
前
の
総
和
町

長
選
挙
及
び
市
長
選
挙
で
、

白
戸
町
長
（
現
市
長
）
の
対

立
候
補
を
応
援
し
た
こ
と
か

ら
、
旧
総
和
町
及
び
古
河
市

長
か
ら
、
恣
意
的
に
建
設
工

事
の
指
名
を
さ
れ
ず
、
入
札

か
ら
不
当
に
排
除
さ
れ
た
と

し
て
、
損
害
賠
償
及
び
不
法

行
為
後
の
民
法
上
の
遅
延
損

害
金
の
支
払
い
を
求
め
ら
れ

た
も
の
で
す
。

昨
年
の
９
月
15
日
、
下
妻

地
裁
判
決
で
被
告
古
河
市
が

敗
訴
し
、
仮
執
行
が
つ
い
て

い
ま
し
た
。

白
戸
仲
久
市
長
は
、
こ
れ

を
不
服
と
し
、
控
訴
し
て
い

ま
し
た
が
、
６
月
１
日
東
京

高
裁
は
、

１
、
本
件
控
訴
を
棄
却
す
る
。

２
、
２
社
に
対
し
、
１
９
３

６
万
円
＋
年
５
分
の
金
員

（
平
成
19
年
１
月
12
日
～
支

払
い
済
み
ま
で
）
を
支
払
う
。

３
、
訴
訟
費
用
は
、
１
、
２

審
を
通
じ
控
訴
人
の
負
担

と
す
る
。

判
決
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

古
河
市
は
、
昨
年
の
地
裁

判
決
の
仮
処
分
を
無
視
、
そ

の
た
め
４
月
25
日
に
裁
判
所

か
ら
、
強
制
執
行
の
通
知
が

あ
り
、
供
託
金
１
５
０
万
円

を
支
払
い
、
逃
れ
て
い
ま
し

た
が
、
６
月
１
日
の
高
裁
判

決
で
効
力
を
失
い
、
９
８
０

万
余
円
を
強
制
執
行
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
裁
判
に
つ
い
て
は
、

昨
年
、
あ
き
ば
和
子
前
議
員

が
、
訴
訟
と
判
決
内
容
を
求

め
ま
し
た
が
、
市
側
は
拒
否

し
、
専
決
処
分
を
繰
り
返
し

て
き
ま
し
た
。

今
議
会
冒
頭
で
、
あ
き
ば

繁
議
員
は
、
小
森
谷
英
雄
議

長
に
「
損
害
賠
償
事
件
の
真

相
究
明
を
求
め
る
百
条
委
員

会
設
置
」
を
求
め
る
文
書
を

提
出
し
ま
し
た
。

白
戸
市
長
は
、
初
め
て
事

件
の
概
要
、
訴
訟
の
経
過
と

１
、
２
審
の
判
決
内
容
を
不

服
と
し
て
、
最
高
裁
へ
控
訴

す
る
追
加
議
案
第
61
号
、
62

号
を
出
し
ま
し
た
。

あ
き
ば
繁
議
員
は
、
反
対

討
論
で
、
こ
の
議
案
の
真
相

解
明
も
せ
ず
、
控
訴
を
多
数

決
で
決
め
た
こ
と
は
問
題
。

新
た
な
証
拠
も
な
く
、
「
日

本
は
、
三
審
制
だ
か
ら
」
で

は
、
市
税
の
む
だ
遣
い
。

最
高
裁
が
受
理
す
る
の
は
、

１
，
２
審
判
決
が
、
憲
法
違

反
、
又
は
憲
法
の
解
釈
に
誤

り
が
あ
る
場
合
で
、
市
政
と

関
係
な
い
議
案
第
61
号
、
62

号
に
き
っ
ぱ
り
と
反
対
。

無
会
派
の
会
も
、
動
議
で

百
条
委
員
会
設
置
を
求
め
ま

し
た
が
、
創
政
会
、
公
明
党
、

朋
友
会
が
否
決
し
ま
し
た
。

恣
意
的
な
（
地
裁
／
高
裁
と
も
）

指
名
回
避
は
、
違
法
と
断
罪

農
業
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

真
相

究
明
の

百

条

委

員

会

設

置

市
民
の
声

賠
償
金
、
裁
判
費
用
は
、

白
戸
市
長
と
そ
の
関
係

者
が
負
担
す
べ
き
も
の
。

永

島

古河市敗訴の
損害賠償事件

核兵器全面禁止／原発から新エネルギーへ転換

古河庁舎で歓迎挨拶ー水上副議長／遠藤教育長

７／６日 古河市に平和大行進→五霞→境町→坂東へ

６
日
、
午
後
、
原
水
爆
禁

止
の
平
和
行
進
が
三
和
庁
舎

を
経
て
総
和
本
庁
舎
へ
到
着
。

本
庁
舎
で
、
鈴
木
総
務
部

長
の
歓
迎
挨
拶
を
受
け
、
古

河
駅
西
口
に
移
動
、
古
河
駅

西
口
に
猿
島
土
建
、
新
婦
人
、

年
金
者
組
合
、
９
条
の
会
、

日
本
共
産
党
古
河
市
委
員
会

な
ど

60
名
が
集
合
し
ま
し
た
。

古
河
庁
舎
に
む
け
て
、
核

兵
器
禁
止
、
原
発
か
ら
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を
訴

え
て
デ
モ
行
進
を
し
ま
し
た
。

横
断
幕
や
手
に
手
に
の
ぼ

り
旗
を
も
っ
た
デ
モ
隊
に
、

商
店
や
車
の
中
か
ら
、
手
を

振
り
激
励
の
言
葉
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

古
河
庁
舎
で
は
、
水
上
副

議
長
、
遠
藤
教
育
長
の
出
迎

え
を
受
け
、
歓
迎
と
激
励
の

挨
拶
を
受
け
、
筑
西
、
結
城
、

八
千
代
町
か
ら
タ
ス
キ
を
受

け
ま
し
た
。

翌
７
日
９
時
に
五
霞
、
境

町
へ
向
か
い
ま
し
た
。

北
海
道
か
ら
武
田
さ
ん

元
気
に
古
河
へ
到
着

産
業
建
設
常
任
委
員
会

市議会の市内視察

瓦などのがれき

農業集落排水事業（間中橋）

大切な農業を守る

古河市農業委員会です

市
政

の
私
物

化む
だ

遣

い

追加議案６１号関連

写
真
左
、
ネ
ー
ブ
ル
パ
ー

ク
内
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ

プ
＝
花
桃
館
ネ
ー
ブ
ル
店


